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            １３：３０ ～ １５：３０ 

 
 
ところ   

     ３階 会議室 TEL048-８３８-5531 

講 師  西 尾  漠 氏 

      ＮＰＯ法人原子力資料情報室共同代表 

      「はんげんぱつ新聞」編集長 

      著書「脱！プルトニウム社会」 

        「エネルギーと環境の話をしよう」 

        「原発ゴミの危険なツケ」 

                   他 多数 

参加費  ５００ 円（会員は無料） 

 
 
  ■ ■ 主催 公益財団法人埼玉県地方自治研究センター 後援 県労評会館 ■ ■ 

        原発に依存しない社会にむけて 参加申し込み 

         

  名      前      住           所   連 絡 先 
 
 

  

 

 

 ３月１１日、東日本を未曾有の大震災が襲い

ました。福島第一原発は「緊急炉心冷却装置」

の機能を失い、レベル７（チェルノブイリ原発

事故と同等）の原発事故となりました。これま

で多くの専門家から警鐘がならされてきました

が、政府や電力会社は、日本の原発は「何重に

も安全装置がかけてある」「絶対安全だ」と主張

してきました。しかし、いかに脆弱なものであ

ったか、誰の目にも明らかになったいま、原発

に依存した暮らしを根本から問い直さなければ

なりません。原子力に警鐘を鳴らし続けてきた

「原子力資料情報室」の西尾漠さんを講師にお

招きし、福島原発事故の状況や影響、エネルギ

ー政策の転換をどう進めるのか、自治体に求め

られていることは何か等、お話を伺います。ど

うぞご参加下さい。 

 


